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テキスト変換について

● 概 要
ＬＸで作成した、帳票類（下記参照）のファイルをＣＳＶ形式に変換してフロッピー
ディスク等に搬出することができます。
フロッピーディスクに保存されたデータは、Ｗｉｎｄｏｗｓ のアプリケーションソフト

（Ｗｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌ、一太郎、ロータス等）上で編集することができます。

※お持ちのプログラムにより異なります。● 種 類

[11] 仕訳入力－F10リスト ［58］部門別営業成績推移表
［30］合計残高試算表･精算表 ［59］部門別当期原価推移表
［31］営業成績報告書 ［60］部門別営業成績報告書
［32］青色営業成績報告書 ［61］部門別製造原価報告書
［33］製造原価報告書 ［62］科目別補助集計表
［53］法人決算書(会社法対応) ［66］工事別管理一覧表
[9053] 旧法人決算書

● 操作の流れ
1.Windowsにてﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸの初期化を行います。（1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ）※P.2参照

2.ＬＸの各プログラムより、フロッピーディスクに搬出します。（ＣＳＶ形式）

3.Windows内の各アプリケーションソフトへ、搬出したデータを呼び出し編集を行います。

注意点
※ 搬出先はﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ及びﾈｯﾄﾜｰｸ上のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸを指定することができます。
※ 集計の際に ENTER を押しすぎますとデータが重複して搬出される場合があります。
※ 使用するWindowsアプリケーションソフトによって、表示がうまくいかないことがあります

ので各ソフトにて調整等を行ってください。

※ Windowsアプリケーションソフトのお問い合わせは、各製造元へお問い合わせください。
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フロッピーディスクの初期化

フロッピーディスクの初期化をします。
２ＨＤのフロッピーディスクの初期化についてご説明します。

1) 容量 → 1.44 ＭＢ

2) フォーマットの種類
※通常のフォーマット（Ｆ）

（他の指定で行うと搬出ができない場合があり
ます。）

3) 開始 を選択しますと初期化が始まります。

4) 終了するとフォーマット結果が表示されます。
※ 不良セクタ
（数字が表示されている場合は、フロッピーに

異常がありますので使用しないで下さい。）

5) 閉じる にマウスの矢印を合わせて、左ﾎﾞﾀﾝ
を１回押しますと終了となります。(ｸﾘｯｸ)
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Ｆ６テキスト変換対応 [１１]仕訳入力

仕訳入力内にある全てのリストにおいてテキスト変換が可能となりました。(V-3.06以降)
各リスト内に出力欄を設け １．画面 ２．プリンタ ３．ファイル の対話を設け
『３．ファイル』と選択した場合にそのリストをＣＳＶ形式で搬出致します。

搬出したデータは、自動的に『LXZAIMU.CSV』としてどのリストで出力しても共通の名前となります。
搬出の際に変更が可能なのでわかりやすい名前にして下さい。

例）条件選択リスト

手順
1. 仕訳入力を呼び出し、ﾘｽﾄ選択(F10) を押します。

下記の画面を表示しますので、３ 条件選択を押します。

選択･･･[３] 1.科目計 2.日計 4.仕訳ﾘｽﾄ 5.簡易元帳 6.科目別補助3.条件選択

2. 左図の画面にて必要な項目を指定します｡

ｱﾝﾏｯﾁ
**以外 を呼びだすときに使用します。
例）現金以外

科目ｺｰﾄﾞに101を入力し、ｱﾝﾏｯﾁ(F3)
を押します。 が反転します。101
確定(F6)を押しますと現金以外の
伝票を呼びだすことが可能です。

3. 出力･･･ 3.ﾌｧｲﾙを指定します。

4. 出力先で、1.ＦＤを指定します。
※2.ﾈｯﾄは現在操作している機械のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ内

にﾃﾞｰﾀを保存します。
詳しくはP.22参照

5. ﾌｧｲﾙ名を表示します。
そのままで良ければEnterを押します。
変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞｰﾀを
読み込めない為､『.CSV』は消さないようにし
て下さい。

※仕訳の場合全てのﾘｽﾄは『LXZAIMU.CSV』
として名前を表示します。
同一ﾌﾛｯﾋﾟｰに他のﾘｽﾄやﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞが違った
ﾃﾞｰﾀを落とす場合はﾌｧｲﾙ名を変更して下さい。
例）SW/joukenlist1001.csv

↑ ↑
ﾘｽﾄ名 ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ

6. ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸを親機にｾｯﾄします。
1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ済みのﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸをｾｯﾄしENTER を
押します｡ (初期化の方法はP.2参照)
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7. 左図の画面を表示しましたら作業終了です。
終･HOME（Ｆ５）を押します。

8. ﾘｽﾄの最初の項目にｶｰｿﾙが戻りますので、
終･HOME（Ｆ５）で終了します。

[11]仕訳入力(3)条件選択リストWindows表計算ソフト搬出例
※搬入した表計算ソフトの項目の幅が狭いと金額が＊＊＊などで表示される場合があります。

幅を広げることで正常に表示されるので調整を行ってください。

※ 表計算ソフトの問い合わせは、製造元等にお問い合わせください。
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Ｆ７テキスト変換対応［３０］合計残高試算表・精算表

● 試算表及び精算表をＣＳＶ形式で搬出致します。
５０社まで合併して集計させることが可能です。

手順

1. 基本帳表（Ｆ７）の［３０］を呼び出し
ます。

2. ユーザコードを指定します。
ユーザコードENTER

3. 期間指定を行います。

4. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含
む含まない期末のみの指定を行います。

5. 出力形式で２.ファイルを選びます。

6. 合計残高試算表か精算表かの指定を行い
ます。

7. 期間合計 … 指定期間の合計を集計します。
〈50社合併画面〉 月 次 … 指定期間を月々集計します

8. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併
します。
10社以上合併する場合はﾕ-
ｻﾞｺｰﾄﾞで＊を押しますと50社
まで合併可能です。

9. 推定利益率…推定利益率とは、期間中の売
上より利益を算出して設定す
ると、利益率を期末棚卸し残
高と製品残高に反映させ、推
定の試算表を作成することが
できます。

10. 減価償却試算…年間の償却金額を設定する
と日割で償却費を計算し､
一般管理費の減価償却費
(323)､原価経費の減価償却
費(935)､減価償却累計額
(150)に反映されます。

11. 出力先で、1.ＦＤを指定します。
※2.ﾈｯﾄは現在操作している機械のﾊｰﾄﾞ

ﾃﾞｨｽｸ内にﾃﾞｰﾀを保存します。
詳しくはP.22参照

12. ﾌｧｲﾙ名を表示します。
そのままで良ければEnterを押します。
変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞ
ｰﾀを読み込めない為､『.CSV』は消さない
ようにして下さい。

13. ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸを親機にｾｯﾄします。
1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ済みのﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸをｾｯﾄし
ENTER を押します｡

(初期化の方法はP.2参照)
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14. 左図の画面を表示しましたら作業終了です。
終･HOME（Ｆ５）を押します。

15. ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞにｶｰｿﾙが戻りますので、終･HOME
（Ｆ５）で終了します。

●［30］合計残高試算表（Windows表計算ソフト搬出例）
※搬入した表計算ソフトの項目の幅が狭いと金額が＊＊＊などで表示される場合があります。
幅を広げることで正常に表示されるので調整を行ってください。

※ 表計算ソフトの問い合わせは、製造元等にお問い合わせください。
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Ｆ７テキスト変換対応 営業成績報告書・[32]青色営業成績報告書・ 製造原価報告書［31］ ［ 33］

● 営業成績報告書及び青色営業成績報告書をＣＳＶ形式で搬出致します。

手順

1. 基本帳表（Ｆ７）を呼び出します。

2. プログラム番号を入力します。

3. ユーザコードを指定します。
ユーザコードENTER

4. 期間指定を行います。

5. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む
含めないの指定を行います。

6. 出力形式は2.ファイルを指定します。

7. 各科目の計を月単位か累計で集計をするか
を指定します。

〈50社合併画面〉 8. 集計を1.円単位か1000円未満切り捨てで表
示するかの指定を行います。

9. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併
します。10社以上合併する場
合はﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞで＊を押します
と50社まで合併可能。

10. 推定利益率 … 推定利益率とは、期間中の
売上り利益を算出し設定す
ると、利益率を期末棚卸し
残高と商品製品残高に反映
させ、推定の試算表を作成
することができます。

11. 減価償却試算…年間の償却金額を設定する
と日割で償却費を計算し､一
般管理費の減価償却費(323)､
原価経費の減価償却費(935)､
減価償却累計額(150)に反映
されます。

12. 推定データ … 別ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞに目標ﾃﾞｰﾀを作成
したものを読込み年度末の損
益を推定する為の表を作成す
ることが可能。

13. 出力先 で、1.ＦＤを指定します。
※2.ﾈｯﾄは現在操作している機械のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ
内にﾃﾞｰﾀを保存します。詳しくはP.22参照

14. ﾌｧｲﾙ名を表示します。
そのままで良ければEnterを押します。
変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞｰﾀが
読み込めない為、『.CSV』は消さないように
して下さい。
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15. ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸを親機にｾｯﾄします。
1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ済みのﾌﾛｯﾋﾟｰをｾｯﾄし、Enter
を押します。
(初期化の方法はP.2参照)

16. 左図の画面を表示しましたら作業終了です。
終･HOME（Ｆ５）を押します。

17. ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞにｶｰｿﾙが戻りますので、終･HOME
（Ｆ５）で終了します。

● [31] 営業成績報告書(Windows表計算ソフト搬出例)
※搬入した表計算ソフトの項目の幅が狭いと金額が＊＊＊などで表示される場合があります。
幅を広げることで正常に表示されるので調整を行ってください。

※ 表計算ソフトの問い合わせは、製造元等にお問い合わせください。
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Ｆ７テキスト変換対応 [５３] 法人決算書(会社法対応)

● 法人決算書及び比較貸借損益書 をＣＳＶ形式で搬出致します。
又今回会社法で追加になった、株主資本等変動計算書及び注記表はそれぞれの入力画面に
搬出があります。
法人の住所や代表者名は[１]申告情報登録にて行って下さい。

手順

1. 基本帳表（F7）の［53］を呼び出します。

2. ユーザコードを指定します。
ユーザコードENTER

3. 画面に申告情報で登録した内容が表示されます。
決算書を出力する前に株主変動計算書及び注記
表を作成して下さい。

※株主資本等変動計算書および注記表のテキスト
搬出は(P.10)参照

4. 決算書か比較決算書かを選択します。

5. 集計期間・印刷期間を指定します。

その他の項目は[F7]基本帳票の説明書を参照して
下さい。

6. 出力形式で２.ファイルを選択します。

7. 出力先に1.ＦＤを指定します。
※2.ﾈｯﾄは現在操作している機械のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ内に
ﾃﾞｰﾀを保存します。詳しくはP.22参照

8. ﾌｧｲﾙ名を表示します。
そのままで良ければEnterを押します。
変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞｰﾀが読み
込めない為、『.CSV』は消さないようにして下さ
い。

9. ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸを親機にｾｯﾄします。
1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ済みのﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸをｾｯﾄしEnterを
押します｡
(初期化の方法はP.2参照)

10. 左図の画面を表示しましたら作業終了です。
終･HOME （Ｆ５）を押します。

11. ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞにｶｰｿﾙが戻りますので、 終･HOME
（Ｆ５）で終了します。
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Windows表計算ソフト搬出例）● [53] 法人決算書(
※搬入した表計算ソフトの項目の幅が狭いと金額が＊＊＊などで表示される場合があります。

幅を広げることで正常に表示されるので調整を行ってください。

※ 表計算ソフトの問い合わせは、製造元等にお問い合わせください。

● 株主資本等変動計算書及び注記表
1. 入力画面にて 搬出(F9) を押します。

2. 左図の画面を表示します。

3. 親機（ｻｰﾊﾞｰ）のﾌﾛｯﾋﾟｰﾄﾞﾗｲﾌﾞにﾌﾛｯﾋﾟｰを
ｾｯﾄします。1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ済みのﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸを
ｾｯﾄしＦＤへ（F1）を押します。
(初期化の方法はP.2参照)

※ 端末(F3)は現在操作している機械のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨ
ｽｸ内にﾃﾞｰﾀを保存します。
表示しているﾌｧｲﾙ名で良ければ端末機へ
ﾌﾛｯﾋﾟｰをｾｯﾄして端末へ（F3）を押します。
変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞｰﾀが
読み込めない為、『.CSV』は消さないように
して下さい。
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4. 完了を表示し入力画面に戻ったら作業終了
です。

Windows表計算ソフト搬出例）● [53] 法人決算書－株主資本変動計算書(
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Ｆ７テキスト変換対応 [９０５３] 旧法人決算書

● 法人決算書をＣＳＶ形式で搬出致します。
法人決算書を作成します。法人の住所や代表者名は[１]申告情報登録にて行って下さい。
指定期間に関係なく、仕訳入力されている全てのデータを搬出します。

手順

1. 基本帳表（Ｆ７）の［9053］を呼び出します。

2. ユーザコードを指定します。
ユーザコードENTER

3. 画面に申告情報で登録した内容が表示されます。
表示されているものでよければENTER
訂正する場合は、[1]申告情報で登録します。

4. 左下の画面が表示されます。勘定式か報告式か
の選択を行います。

5. 決算報告書か中間報告書かの指定を行います。

6. 表示期間を指定します。
※決算書の期間表示を何日にするかの指定です。

集計期間ではありません。
仕訳入力されているデータは全て集計します。

7. 計算書のタイトル
利益金処分か損失金処理かの指定を行います。

8. 報告年月日・監査年月日を入力します。
※ ､ ｡監査役がいない場合は 監査年月日を入力しないで下さい

9. 出力形式で２.ファイルを選択します。

10. 印刷開始頁
どのページからテキスト搬出するかを指定します。
1.表紙 … 表紙からﾃｷｽﾄ搬出
2.貸借･損益… 貸借･損益からﾃｷｽﾄ搬出
3. ･ … 販売費･損益処分からﾃｷｽﾄ搬出販売費 損益処分
4.表紙のみ … 表紙のみﾃｷｽﾄ搬出

〈科目の金額振替いるの選択画面〉 5. … 貸借と損益のみﾃｷｽﾄ搬出貸借･損益のみ

11. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併しま
す。
10社以上合併する場合はﾕｰｻﾞｺｰ
ﾄﾞで ＊ を押しますと50社まで合
併可能。

12. 科目と金額の振替
利益・損失の処分案を作成する場合使用します。
※出力のみ変更され、仕訳の内容は変更しません｡
※利益･損失の処理は、800番台で入力して下さい｡

(決算書用科目ｺｰﾄﾞ表参照して下さい。)
※2科目で入力した科目を1科目にすることも可能。
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13. 出力先に1.ＦＤを指定します。
※2.ﾈｯﾄは現在操作している機械のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ内に

ﾃﾞｰﾀを保存します。詳しくはP.22参照

14. ﾌｧｲﾙ名を表示します。
そのままで良ければEnterを押します。
変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞｰﾀが読み
込めない為、『.CSV』は消さないようにして下さ
い。

15. ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸを親機にｾｯﾄします。
1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ済みのﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸをｾｯﾄしEnterを
押します｡
(初期化の方法はP.2参照)

16. 左図の画面を表示しましたら作業終了です。
終･HOME （Ｆ５）を押します。

17. ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞにｶｰｿﾙが戻りますので、 終･HOME
（Ｆ５）で終了します。

Windows表計算ソフト搬出例）● [9053] 法人決算書(
※搬入した表計算ソフトの項目の幅が狭いと金額が＊＊＊などで表示される場合があります。

幅を広げることで正常に表示されるので調整を行ってください。

※ 表計算ソフトの問い合わせは、製造元等にお問い合わせください。
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Ｆ８テキスト変換対応 [５８]部門別営業成績推移表・[５９]部門別当期原価推移表

●部門別営業推移表及び部門別原価推移表をＣＳＶ形式で搬出致します。

手順

1. ｵﾌﾟｼｮﾝ帳表（Ｆ８）から を呼び出し［58］･［59］
ます。

2. ユーザコードを指定します。
ユーザコードENTER

3. 期間指定を行います。

4. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む含ま
ないの指定を行います。

5. 集計ｺｰﾄﾞ･･･ 部門別の補助を指定します。

6. 出力形式で2.ファイルを指定します。

7. 集計を1.円単位か2.1000円未満切り捨てで表示
するかの指定を行います。

8. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併しま
す。
10社以上合併する場合はﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ
で ＊ を押しますと50社まで合併
可能です。

9. 推定利益率…推定利益率とは、期間中の売上に
より利益を算出し設定すると、利
益率を期末棚卸し残高と商品製品
残高に反映させ、推定の試算表を
作成することができます。
計算する場合は､｢1｣を選択します。

10. 推移ﾃﾞｰﾀ … 推移データとは指定期間以降に推
移データ(前期ﾃﾞｰﾀ又は任意で作成
したﾃﾞｰﾀ)を集計させ今期どのくら
い利益がでるかを予測する為の表
です。
計算する場合は､｢１｣を選択し推移
ﾃﾞｰﾀが入っているｺｰﾄﾞと年度を指
定します。
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11. 出力先に1.ＦＤを指定します。
※2.ﾈｯﾄは現在操作している機械のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ内
にﾃﾞｰﾀを保存します。詳しくはP.22参照

12. ﾌｧｲﾙ名を表示します。
そのままで良ければ、Enterを押します。
変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞｰﾀが読
み込めない為、『．CSV』は消さないようにして
下さい。

13. ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸを親機にｾｯﾄします。
1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ済みのﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸをｾｯﾄしENTER を
押します｡
(初期化の方法はP.2参照)

14. 左図の画面を表示しましたら作業終了です。
終･HOME（Ｆ５）を押します。

15. ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞにｶｰｿﾙが戻りますので、終･HOME
（Ｆ５）で終了します。

● [58]部門別営業推移表(Windows表計算ソフト搬出例)
※ 搬入した表計算ソフトの項目の幅が狭いと金額が＊＊＊などで表示される場合があります。

幅を広げることで正常に表示されるので調整を行ってください。

※ 表計算ソフトの問い合わせは、製造元等にお問い合わせください。
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Ｆ８テキスト変換対応［６０］部門別営業成績報告書・［６１］部門別製造原価報告書

● 部門別営業成績報告書及び部門別製造原価報告書をＣＳＶ形式で搬出致します。

手順

1. ｵﾌﾟｼｮﾝ帳票（Ｆ８）を呼び出します。

2. プログラム番号を入力します。
［60］･［61］ENTERを押します。

3. ユーザコードを指定します。
ユーザコードENTER

4. 期間指定を行います。

5. 期末修正(13ヶ月目で入力したﾃﾞｰﾀ)を含む、
含めないの指定を行います。

6. 部門指定は共通費の指定をするかどうかの指
定を行います。
１.ありを選んだ場合、共通費の補助コード
を入力します。続いて、集計コーﾄﾞ欄に部門
の補助 コードを入力します。

7. 推定利益率 … 推定利益率とは、期間中の売
上より利益を算出して設定す
ると、利益率を期末棚卸し品
製残高と商品残高に反映させ、
推定の試算表を作成すること
ができます。

8. 出力形式 … ２.ファイルを指定します。

9. 金額単位は、集計を1円単位か1000円未満切
捨てで表示するかの指定を行います。

10. 人件費科目の合計を表示するかの指定をします。

11. 累計開始年月にて任意の年月を指定しますと、
指定年月から集計期間の至年月日までの累計
金額を集計します。

12. 合併集計 … 同一期首日の会社ﾃﾞｰﾀを合併し
ます。10社以上合併する場合は
ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞで ＊ を押しますと50
社まで合併可能。

［60］部門別営業成績のみの対話

13. 共通費の配賦をするかしないかの指定です
（ 。）共通費の指定をしないと表示されません

14. 共通費の配賦方法を指定します。

15. 税引前利益を計算に含めるか含めないかの
指定です。
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16. 出力先で、1.ＦＤを指定します。
※2.ﾈｯﾄは現在操作している機械のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ内
にﾃﾞｰﾀを保存します。
詳しくはP.22参照

17. ﾌｧｲﾙ名を表示します。
そのままで良ければEnterを押します。
変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞｰﾀを
読み込めない為､『.CSV』は消さないようにし
て下さい。

18. ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸを親機にｾｯﾄします。
1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ済みのﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸをｾｯﾄしENTER を
押します｡
(初期化の方法はP.2参照)

19. 左図の画面を表示しましたら作業終了です。
終･HOME（Ｆ５）を押します。

20. ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞにｶｰｿﾙが戻りますので、終･HOME
（Ｆ５）で終了します。

●［60］部門別営業成績報告書（Windows表計算ソフト搬出例）
※搬入した表計算ソフトの項目の幅が狭いと金額が＊＊＊などで表示される場合があります。

幅を広げることで正常に表示されるので調整を行ってください。

※ 表計算ソフトの問い合わせは、製造元等にお問い合わせください。
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Ｆ８テキスト変換対応［６２］科目別補助集計表
● 科目別補助集計表をテキストファイルとしてＣＳＶ形式で搬出致します。

手順

1. 補助＆比較等出力（Ｆ８）から[62]を呼び
出します。

2. ユーザコードを指定します。
ユーザコードENTER

3. 集計区分
。1.合計･･･指定期間を合計で集計表示します
。2.月次･･･指定期間を月次で集計表示します

4. 期間指定を入力します。

5. 期末修正
期末修正データを集計するか否かの指定

6. 科目コード
集計科目コードを入力します(複数指定可能)
複数科目で同一補助ﾏｰｸを使用している場合
は集計が正しく行われない為、複数科目の指
定不可-１科目ずつ集計して下さい。

7. 補助コード
集計する補助コードを入力します。

8. 出力
４．ファイルを選択します。

9. 出力先で、1.ＦＤを指定します。
※2.ﾈｯﾄは現在操作している機械のﾊｰﾄﾞ

ﾃﾞｨｽｸ内にﾃﾞｰﾀを保存します。
詳しくはP.22参照

10. ﾌｧｲﾙ名を表示します。
そのままで良ければEnterを押します。
変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞ-ﾀ
を読み込めない為､『.CSV』は消さないよう
にして下さい。

11. ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸを親機にｾｯﾄします。
1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ済みのﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸをｾｯﾄしENTER
を押します｡
(初期化の方法はP.2参照)
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12. 左図の画面を表示しましたら作業終了です。
終･HOME（Ｆ５）を押します。

13. ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞにｶｰｿﾙが戻りますので、終･HOME
（Ｆ５）で終了します。

● [62]科目別補助集計表(Windows表計算ソフト搬出例)
※搬入した表計算ソフトの項目の幅が狭いと金額が＊＊＊などで表示される場合があります。

幅を広げることで正常に表示されるので調整を行ってください。

※表計算ソフトの問い合わせは、製造元等にお問い合わせください。
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Ｆ８テキスト変換対応 [６６] 工事別管理一覧表

● 工事別管理一覧表をＣＳＶ形式で搬出致します。

手順

1.ｵﾌﾞｼｮﾝ帳票（Ｆ８）を呼び出します。

2.プログラム番号を入力します。
［６６］ENTER を押します。

3. 機能選択
1.累計…指定期間の金額を累計して搬出します。
2.期間計･指定期間の金額のみを搬出します。

( ) ※但し 受入金額は累計で搬出します｡受入累計 、
3.期間計･指定期間の金額のみを搬出します。
4.ﾃﾞｰﾀ ・工事分類や計区契約金額･間接費の登録

配付金額を入力します。(次頁参照)

4. 期間月指定･･集計期間を指定します。

5. 期末修正(13.)の仕訳を含むか含まないか、期末
のみかの指定を行います。

6. 工事指定 … 工事別の補助ｺｰﾄﾞを入力します。

7. 差引計算 … 利益金額や率を計算するのに
1.受入金を対象とするか、
2.契約金を対象とするかを選択
します。

8. 率指定 … 利益金額に対する1.利益率を出すか、
2.消化率を出すかの選択をします。

9. 間接費配賦 … 4.ﾃﾞｰﾀ登録において入力した配
賦金額を集計させるかさせない
かの選択をします。

10. 分類指定･計区指定
4.ﾃﾞｰﾀ登録にて登録した分類･計区で
集計させるかさせないかの指定完成
工事のみや担当者ごとに帳票を出力
する場合に使用します(後頁参照)

11. 出力形式 … ２．ファイルを指定します。

12. 円単位か1000円未満切り捨てかの指定を行ます｡

13. 出力先 … 1.ＦＤを指定します。
※画面表示に２.ネットとありますが

現在ＦＤ（ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ）の搬出の
み対応しています。

14. 小計ごとに１行空欄を開けるか、開けないかの
指定を行います。開ける場合、1.はいを選択し
ます。

15. 出力先で、1.ＦＤを指定します。
※2.ﾈｯﾄは現在操作している機械のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ内

にﾃﾞｰﾀを保存します。
詳しくはP.22参照

16. ﾌｧｲﾙ名を表示します。
そのままで良ければEnterを押します。変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞｰﾀを読み込め
ない為､『.CSV』は消さないようにして下さい。
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17. ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸを親機にｾｯﾄします。
1.44ﾌｫｰﾏｯﾄ済みのﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸをｾｯﾄしENTER を押
します｡
(初期化の方法はP.2参照)

18. 左図の画面を表示しましたら作業終了です。
終･HOME（Ｆ５）を押します。

19. ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞにｶｰｿﾙが戻りますので、終･HOME（Ｆ５）
で終了します。

完成工事か未完成工事かの指定や担当者ごとに集計をしたりする場合の登録・ 4.データ登録 ･･･
工事の契約金の登録さらに間接費の配賦金額をこのデータ登録で入力します。

1. 補助ｺｰﾄﾞを入力します。
工事名は自動表示されます。

2. 分類･･･完成工事か未完成工事かを分類するの
に使用します。
例) 1.完成工事

2.未完成工事 などの指定

3. 計区･･･各工事担当者や地域別に集計するのに
使用します。
例)1.山田(担当)

2.鈴木(担当)

※あくまでも数字のみで管理します。
その他の機能

削 除 (F2) … 登録した工事ｺｰﾄﾞの削除を行います。
契･名称 (F3) … 契約金額と表示されている項目の名称を変更することができます。
配･名称 (F4) … 配賦金額と表示されている項目の名称を変更することができます。
ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ (F6) … データ登録で登録した内容をﾌﾟﾘﾝﾄします。

※ﾍﾟｰｼﾞﾌﾟﾘﾝﾀは、白紙A4ｺﾋﾟｰ用紙 ﾄﾞｯﾄﾌﾟﾘﾝﾀは､11×11のﾓﾆﾀｰ用紙
ソ ー ト (F8) … 計区分を優先に番号順に並べ替える機能です。
先 頭 (F9) … 登録の先頭へｶｰｿﾙを移動します。
最 終 (F10)… 登録の最終へｶｰｿﾙを移動します。

[66]工事別一覧表(Windows表計算ソフト搬出例)
※ 搬入した表計算ソフトの項目の幅が狭いと金額が＊＊＊などで表示される場合があります。

幅を広げることで正常に表示されるので調整を行ってください。

※ 表計算ソフトの問い合わせは、製造元等にお問い合わせください。
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（各帳表共通）ネットでテキスト搬出方法
●LXシリーズでは、出力先にネットを選択することで作業中の機械のハードディスクにＣＳＶ

形式で搬出できます。(搬出先のフォルダは作業中の機械の『Cﾄﾞﾗｲﾌﾞ-TACﾌｫﾙﾀﾞ内のLXZAIMU
のSW又はZP』に保存します。保存先を任意で設定することはできません。)
(※仕訳はSW・各帳表はZPに保存します。)

搬出方法

手順

1. 出力 又は 出力形式で 『ファイル』 を選択
します
※その他の項目についてはそれぞれの帳表の

説明 説明をご覧ください。

2. 出力先の指定で 『ネット』を選択します。、

3. ホスト名､ユーザ名､パスワードは
Enterを押してカーソルを進めます。

4. ファイル名を表示します。
そのままでよければEnterを押します。
変更する場合は、他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄでﾃﾞｰﾀ
を読み込めない為 『.CSV』は消さないよう、
にして下さい。

5. ｢確認後、Enterキーを押してください｣を表
示したら、Enterを押します。

6. ｢**** 完了 ****｣を表示したら、搬出終了
です。
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テキストファイル確認方法

手順

1. スタートにマウスの矢印を合わせ、
左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。(ｸﾘｯｸ)

2. マイコンピュータにマウスの矢印を合
わせ、左ﾎﾞﾀﾝを１回押します。(ｸﾘｯｸ)
※ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ上にｱｲｺﾝがある場合はｱｲｺﾝにマウス

、 。の矢印を合わせて 左ﾎﾞﾀﾝを２回押します

(ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ)

3. Cドライブ（C:）にマウスの矢印を合
わせ、左ﾎﾞﾀﾝを２回押します。(ﾀﾞﾌﾞﾙ
ｸﾘｯｸ)

、4. TACフォルダにマウスの矢印を合わせ
左ﾎﾞﾀﾝを２回押します。(ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ)

5. LXZAIMUのﾌｫﾙﾀﾞにマウスの矢印を合
わせ、左ﾎﾞﾀﾝを２回押します。
(ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ)

6. 左図のﾌｫﾙﾀﾞを表示します。
仕訳ﾃﾞｰﾀは『SW』に保存
各帳票ﾃﾞｰﾀは『ZP』に保存し
ます。
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■ 標準保存ファイル名
Cﾄﾞﾗｲﾌﾞ内のTACﾌｫﾙﾀﾞ内のLXZAIMUのSW又はZPの内へ保存します。

番号 プログラム名 ﾌｫﾙﾀﾞ ファイル名
１１ 仕訳入力 F10リスト ＳＷ LXZAIMU.CSV
３０ 合計残高試算表 ＺＰ SISAxxxx_yyyy.CSV
３１ 営業成績報告書 ＺＰ EIxxxx_yyyy.CSV
３２ 青色営業成績報告書 ＺＰ AOxxxx_yyyy.CSV
３３ 当期原価報告書 ＺＰ GENxxxx_yyyy.CSV
５３ 法人決算書
9053 旧法人決算書 ＺＰ KESxxxx_yyyy.CSV
５３ 株主資本計算書 ＺＰ HENDOxxxx_yyyy.CSV
５３ 注記表 ＺＰ CHUKIxxxx_yyyy.CSV
５３ 比較貸借損益書 ＺＰ HKESxxxx_yyyy.CSV
５８ 部門別営業成績推移表 ＺＰ BUEISUxxxx_yyyy.CSV
５９ 部門別当期原価推移表 ＺＰ BUGESUxxxx_yyyy.CSV
６０ 部門別営業成績報告書 ＺＰ BUEIxxxx_yyyy.CSV
６１ 部門別当期原価報告書 ＺＰ BUGExxxx_yyyy.CSV
６２ 科目別補助集計表 ＺＰ HOJOxxxx_yyyy.CSV
６６ 工事別管理一覧表 ＺＰ KOJIxxxx_yyyy.CSV

↑
、 （ ） 。※ファイル名のxxxxはﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞを表し yyyyは年度 西暦 を表しています

※表計算又はその他のWindowsアプリケーションソフトに関するお問い合わせは
ソフトの製造元等にお問い合わせください。
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